
国富論
アダム・スミス 1776年
初版本 ロンドン刊

「神の見えざる手」が
経済を動かす？

「神の見えざる手」というフレーズ
で有名な経済学の書物です。著者の
アダム・スミスは、18世紀後半に活躍
したイギリスの経済学者・哲学者です。
当時、アジアとの貿易を独占していた
東インド会社を批判し、「国王や政府
が経済に介入せず、人々が自由に貿易
をして互いに競争することが、国民と
国家を豊かにする」という考えを示し
ました。この主張は産業革命を背景に
力をつけた資本家達に支持されました。

An Inquiry into the Nature and 
Causes of the Wealth of Nations,

 Adam Smith, 1776, 1st edition, London
Famous for the term “invisible hand,” this is 

one of the most influential economic books in 

history. The author Adam Smith criticizes 

mercantilist views and praises laissez-faire 

theory, stressing the importance of having 

individuals compete freely in markets. 
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経済学の教科書！

国富論：1776年　アダム・スミス

Museum note

☆『国富論』っ
て？
⇒18世紀半ばに
ヨーロッパで起
こった「産業革
命」。この産業
革命のあと、大
きく変わった経
済のカタチを解
き明かそうとし
た本です。今に
続く資本主義
経済を

最初に解き明か
そうとしたので、
著者のアダム・ス
ミスは「経済学
の父」と呼ばれ
ています。

☆東洋文庫の
『国富論』は・・・
⇒ズバリ、初版
本です！1776年
にロンドンで出
版されたもので
す。

こ
こ
に
は
、「神
の
見
え
ざ
る
手
」
と
し
て

有
名
に
な
っ
た
フ
レ
ー
ズ
が
書
い
て
あ
る
よ
。
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